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大阪府市のプロジェクト一覧
（P1〜P17 2017年度事業 中間評価）



①世界第一級の文化・観光拠点形成・発信
（１）夢洲でのIRを含む国際観光拠点形成 ○ 1
（２）水と光のまちづくりの推進 ○
    ⽔辺の魅⼒空間づくり ○ 2
    舟運活性化 ○ 3
    シンボルイベントの実施 ○ 4
    水辺のランドマークの創出 ○ 5
    淀川の魅⼒推進 ○ 6
    大阪光のまちづくり2020構想の推進 7
（３）万博記念公園の魅⼒創出 ○ 8
（４）百⾆⿃・古市古墳群の魅⼒創出 ○ 9
（５）ストーリー性をもたせた⼤阪魅⼒の再編集・発信 ○ 10
（６）⼤阪城・森之宮・⼤⼿前地区の魅⼒向上

    歴史拠点の創出 ○ 11

    世界的観光拠点化 ○ 12
（７）中之島地区の魅⼒向上
    新しい美術館の整備 ○ 13
    ⼤阪市中央公会堂100周年を契機とした魅⼒発信 14
（８）御堂筋地区の魅⼒向上
    御堂筋の空間再編 ○ 15
    御堂筋活性化事業 16
    クオリティの⾼いにぎわい空間や官⺠協働によるブランドの創出 17
    御堂筋完成80周年記念事業 ○ 18
（９）天王寺・阿倍野地区の魅⼒向上
    天王寺・阿倍野地区の魅⼒発信・集客促進 ○ 19
    天王寺公園・動物園の魅⼒向上 ○ 20
    ⼤阪市⽴美術館の魅⼒向上 21
（１０）築港・ベイエリア地区の魅⼒向上
    クルーズ客船の⺟港化 ○ 22
    ⼤阪港開港150年記念事業 23
（１１）⼤阪駅周辺地区の魅⼒向上 ○ 24
（１２）なんば駅周辺道路空間再整備 ○ 25

②⼤阪ならではの魅⼒創出・発信
（１）国内外の人々を惹きつけるキラーコンテンツの創出 ○ 26
（２）⼤阪・光の饗宴の魅⼒向上 ○ 27
（３）御堂筋活性化事業 16
（４）⼤阪マラソンの魅⼒向上 ○ 28
（５）スポーツツーリズムの推進 ○ 29

③⼤阪の⽂化を満喫できる魅⼒創出・発信
（１）⼤阪の⾷の魅⼒の創出・発信 ○ 30
    ⺠間との連携による⾷の魅⼒発信 31
（２）天満・天神橋地域の魅⼒発信 32

④魅⼒的な景観演出
（１）観光魅⼒向上のための歴史・⽂化的まちなみ創出事業 33
（２）恒常的なまちの魅⼒向上⽀援事業補助⾦ 34

2.安全で安心して楽しめる24時間おもてなし都市
①観光客受入環境の充実

（１）Wi-Fi設置の拡充 ○ 35
（２）公共交通機関等と連携した受入環境の整備 ○ 36
（３）観光公衆トイレの整備促進 ○ 37
（４）宿泊施設における「おもてなし」環境の整備事業 ○ 38
（５）歩⾏者案内標識整備 39
（６）「トラベルサーセスセンター大阪」の運営 ○ 40
（７）観光案内所の運営 41
（８）観光客への情報提供機能の充実 ○ 42
（９）観光案内板等の整備促進 ○ 43
（１０）観光案内板等の掲載情報の更新等 44
（１１）観光ボランティアの育成 ○ 45
（１２）観光ボランティアガイドとの連携 46
（１３）なんば駅周辺道路空間再整備 ○ 25
（１４）多言語対応の強化 ○ 47
（１５）観光バス乗降場環境整備 48

②旅⾏者の安全・安⼼の確保
（１）外国⼈旅⾏者の災害時における安全確保 ○ 49

③旅⾏者ニーズに配慮した多様なサービスの提供
（１）⽂化、観光、商業施設等の開館・営業時間の延⻑ ○ 50
（２）イベント・公演等の開演時間の繰り下げ ○ 51
（３）⼤阪・光の饗宴の魅⼒向上 ○ 27
（４）ランドマークのライトアップの時間延⻑・創出 ○ 52

3.多様な人材が集う観光・MICE都市
①MICE誘致の推進

MICE誘致の推進 ○ 53
夢洲でのIRを含む国際観光拠点形成 ○ 1

②観光マーケティング・リサーチの強化
（１）大阪観光局運営事業（大阪版DMO推進事業） 54

③観光振興を支える人材等の育成
（１）大阪観光局運営事業（大阪版DMO推進事業） 54
（２）観光ボランティアの育成 ○ 45
（３）都市魅⼒をみんなで⽀えるネットワークづくり ○ 55
（４）大阪市版TID（Tourism Improvement District）モデル創出事業 ○ 56

1.世界に誇れる自慢の都市
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目指すべき
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4.多様な楽しみ方ができる周遊・滞在都市
①効果的なプロモーションの強化

（１）国内外への戦略的なプロモーションの展開 57
（２）各種プロモーションツールを活用した大阪の情報発信の強化 58
（３）大阪ミュージアムの推進 59
（４）大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞） 60
（５）フィルムカウンシル事業の充実 61

②周遊性を⾼める利便性の向上
（１）観光バス駐⾞場の確保・充実 62
（２）魅⼒資源の結びつけによる府内各地の周遊性向上事業 63

③大阪に滞在したくなる仕掛けづくり
（１）ストーリー性をもたせた⼤阪魅⼒の再編集・発信 ○ 10

5.⼤阪が誇る⽂化⼒を活⽤した都市
①上⽅伝統芸能を活⽤した魅⼒発信

（１）世界に発信する「大阪文化の祭典」 ○ 64
②都市の魅⼒向上と新たな⽂化の創造

（１）アートスポットの魅⼒創出・発信 ○ 65
（２）⼤阪市中央公会堂100周年を契機とした魅⼒発信 14
（３）新しい美術館の整備 ○ 13
（４）留学⽣への⼤阪⽂化の魅⼒発信 66
（５）美術館・博物館の魅⼒向上 67

③文化プログラムの推進
（１）⽂化魅⼒の情報発信 ○ 68
（２）⼤阪らしい芸術⽂化の魅⼒の創出 ○ 69
（３）アーツカウンシルの機能強化 70

6.あらゆる人々が文化を享受できる都市
①芸術文化を創造し、支える人材の育成・支援の充実

（１）若⼿アーティストらの発表機会の提供 71
②将来の社会の担い⼿となる⻘少年の育成

（１）芸術⽂化を将来へ継承させる⻘少年の育成 72
③芸術⽂化拠点の充実と府⺠意識の醸成等

（１）都市魅⼒をみんなで⽀えるネットワークづくり ○ 55
7.アジアをリードする国際・プロスポーツ都市

①国際的なスポーツイベントの開催
（１）ラグビーワールドカップ2019の大阪開催 ○ 73
（２）国際的なスポーツイベントなどの誘致 ○ 74
（３）オリ・パラ等事前キャンプ誘致の推進 75
（４）ホストタウンへの登録 ○ 76
（５）オリ・パラ開催に向けた事業の展開 ○ 77
（６）関⻄ワールドマスターズゲームズ開催に向けた事業の展開 ○ 78

②スポーツ都市⼤阪の魅⼒発信
（１）⼤阪マラソンの魅⼒向上 ○ 28
（２）スポーツツーリズムの推進 ○ 29
（３）プロスポーツとの連携事業 79
（４）スポーツ情報ネットワークシステム推進事業 80

③ラグビーワールドカップ、オリ・パラ、関⻄ワールドマスターズゲームズの開催を契機としたレガシーの形成
（１）オリンピック・パラリンピックムーブメント教育の推進 ○ 81

8.健康と生きがいを創出するスポーツに親しめる都市
①スポーツを「する」機会、「ささえる」⼒の拡充

（１）関⻄ワールドマスターズゲームズ開催に向けた事業の展開 ○ 78
（２）トップアスリート等との連携事業 82
（３）オリンピック・パラリンピックムーブメント教育の推進 ○ 81
（４）スポーツボランティア養成及び派遣事業 83

②スポーツを通じた健康増進
（１）府⺠スポーツ・レクリエーションフェスティバル 84

9.世界で活躍できるグローバル人材育成都市
①グローバル人材育成

（１）グローバル人材育成事業 85
（２）英語イノベーション事業 86
（３）公設⺠営学校（国際バカロレア等）の設置 87

②外国⼈留学⽣の受⼊と定着⽀援
（１）留学⽣の住まい確保に向けた公的賃貸住宅事業者と⼤学連携事業 ○ 88
（２）外国⼈留学⽣との連携拡⼤及び起業⽀援 89

③企業における⾼度外国⼈材の積極的受⼊・活⽤
（１）企業における⾼度外国⼈材の積極的受⼊・活⽤や留学⽣の就職⽀援 ○ 90

10.出会いが新しい価値を生む多様性都市
①国際都市にふさわしい安全安心の取組みの推進

（１）外国人相談事業の充実 91
（２）災害時多言語支援センター設置・運営訓練 92
（３）府内大学連携型災害時多言語支援人材確保事業 93
（４）在住外国人に対する情報発信の充実 94

②地域のグローバル化
（１）観光案内板等の整備促進 ○ 43
（２）ホストタウンへの登録 ○ 76
（３）多文化共生施策の推進 95

③国際競争⼒を有するビジネス拠点としての⼤阪の魅⼒向上
（１）MICE誘致の推進 ○ 53
（２）グローバルイノベーション創出支援事業 96
（３）大阪トップランナー育成事業 97
（４）⽔・環境分野における⼤阪関⻄企業の海外展開⽀援 98
（５）ビジネスパートナー都市交流事業 99
（６）外国⼈留学⽣の起業⽀援 89
（６）外国企業誘致推進事業 100

④⼤都市⼤阪の活⼒を統合した都市外交の推進
（１）トップセールスによる戦略的プロモーション 101
（２）JICA（国際協⼒機構）との連携事業 102



⼤阪都市魅⼒創造戦略2020 事業調査、評価表 年度 2017

目標 実績 次年度⽅針案

1
夢洲でのＩＲを含
む国際観光拠点形
成

大阪市、大阪府、
⺠間事業者

 MICE機能や国際的なエンターテイメン
ト機能を備えた統合型リゾート（ＩＲ）
の誘致など、⺠間の創意・⼯夫や意⾒を
取り入れながら、国際観光拠点の形成を
めざす。

夢洲でのＩＲを含
む国際観光拠点形
成

ＩＲ推進会議を7回以上開催
大阪ＩＲ基本構想（案）を
2017年度中に策定

－
ＩＲ推進会議を５回開催し、そこで検討した内容も踏まえたう
えで、８月に大阪ＩＲ基本構想（案）・中間骨子を取りまと
めるなど、概ね予定どおり進んでいる。

事業の拡大・
継続 －

統合型リゾートの⼤阪⽴地
推進事業
（予算：47,706千円）

ＩＲを含む国際観光拠点
の形成に向けた⽴地推進
事業
（予算：24,578千円）

2
水と光のまちづくりの
推進 ＞ 水辺の魅
⼒空間づくり

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

・ 舟運をはじめ水辺も楽しめる観光メ
ニューが集結するターミナルの整備
・ ⽔辺魅⼒の向上や、⾈運活性化に資
する空間・景観整備

⽔都⼤阪の更なる
「成⻑」へ向けた取
組みを着実に推進

⾈運利⽤者数：90万⼈ －

八軒家浜を舟運拠点空間とするための基本計画策定にかかる
業務委託を10⽉に⾏った。船から⾒える景⾊、船が⾏き交う
景⾊を意識したアート空間などの整備について、船寄施設は
11月に工事着手、アート空間は12月の工事着手へ向け、関
係機関と調整を⾏っていることから、おおむね計画どおり事業進
捗している。
また、本町橋周辺の拠点整備にかかる設計業務委託を7月に
契約し、次年度⼯事発注に向けて関係機関と調整を⾏ってい
ることから、おおむね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 －

水辺にぎわい空間づくり事
業
（予算：153,630千
円）

⽔辺の魅⼒向上（東横堀
川 本町橋周辺の拠点整
備）
（予算：10,000千円）

3
水と光のまちづくりの
推進 ＞ 舟運活
性化

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

⾈運の共同運航体制の構築や係留環
境の充実などによる旅⾏者ニーズに対応
した観光メニューとしてのクルーズ商品の
多様化促進

⽔都⼤阪の更なる
「成⻑」へ向けた取
組みを着実に推進

⾈運利⽤者数：90万⼈ －

魅⼒ある⾈運の創出に向け、⺠間のアイデアやノウハウを活⽤
するため、「水都大阪舟運創造推進事業」を創設し、受託者
の公募・選定を9〜10⽉に⾏った。また、⽔辺のイベントと連携
したクルーズ開発支援により、観光メニューとしてのクルーズ商品
化促進に向け、おおむね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 －

水都大阪コンソーシアム事
業
（予算：35,500千円）

水と光のまちづくり推進事業
（予算：35,500千円）

4
水と光のまちづくりの
推進 ＞ シンボル
イベントの実施

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

オリパライヤーに水辺を舞台にしたシンボル
イベントを開催し、⽔都⼤阪の魅⼒を国
内外へ発信、ブランディングと集客⼒を強
化

⽔都⼤阪の魅⼒を
国内外へ発信、ブラ
ンディングと集客⼒を
強化

⾈運利⽤者数：90万⼈ －

「水都大阪フェス2017」の開催を通じて、効果的なイベントの
あり⽅について、関係者の共通認識を深めると供にシンボルイベ
ントについてオール大阪で機運醸成を図っていることから、おおむ
ね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 － － －

5
水と光のまちづくりの
推進 ＞ 水辺のラ
ンドマークの創出

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

水の回廊ならではのランドマークやコンテン
ツを創出し、回廊全体の集客⼒アップや、
クルーズをはじめとした観光メニューにおけ
る新たな付加価値による魅⼒の向上

水の回廊全体の集
客⼒アップや、クルー
ズをはじめとした観光
メニューにおける新た
な付加価値による魅
⼒の向上

⾈運利⽤者数：90万⼈ －
舟運活性化、イベント開催などの実施を通じ、水の回廊ならで
はのランドマークやコンテンツ創出について、関係者の共通認識
を深めている。

事業の拡大・
継続 － － －

6
水と光のまちづくりの
推進  >  淀川の魅
⼒推進

大阪府、市町村、
経済団体、⺠間事
業者

淀川舟運の活性化に向けた沿川地域の
魅⼒づくり

淀川沿川などにおい
て、広域連携型のま
ちづくりの推進に向け
た取組を進める。

淀川・沿川の広域連携型のまちづ
くりに向けた推進方策の取りまとめ
や仕組づくり

－

淀川沿川で実施されるまちづくり活動等の関係者で、舟運の
視点も含めて⾃由闊達な意⾒交換を⾏うことにより、⺠間主
導による広域連携事業の実施や情報発信をすることを目的とし
て、淀川沿川まちづくりプラットフォームを設置した。

事業の拡大・
継続 － － －

7 大阪光のまちづくり
2020構想の推進

経済団体、⺠間事
業者、大阪府、大
阪市

「水と光のまちづくり推進会議」のもと、公
⺠連携による圧倒的な光景観の形成に
より⼀層の魅⼒と賑わいに満ちた「⽔と光
の首都大阪」の実現に取組む「光のまち
づくり推進委員会」が策定した「大阪光の
まちづくり2020構想」の情報共有を図り、
大阪における光のまちづくりを推進

「水と光の首都・大
阪」の実現

「大阪光のまちづくり2020構想」ア
クションプランの第3フェーズ
（2017〜2019年）の策定・推
進

－
「第1回光のまちづくり推進委員会」（７月）において第３
フェーズのアクションプランを承認、⺠主導のまちづくり・賑わいづく
りについて概ね予定どおり進捗している。

事業の拡大・
継続 － － －

8 万博記念公園の魅
⼒創出 大阪府

「太陽の塔」の耐震化、塔内のオブジェ
「生命の樹」の再生及び地下展示室の増
設（「地底の太陽」再生）等により、新
たな魅⼒づくりを⾏う。

公園の魅⼒・観光
価値を高め、来訪
者が増加。

自然文化園入園者数：300万
⼈（2020年度） －

「太陽の塔」耐震工事及び内部公開に向けた取組みについて
は、順調に進捗。
2018年３⽉の⼀般公開に向けた取組みを引き続き進める。

事業の拡大・
継続 －

太陽の塔耐震改修工事事
業事業（予算：
1,314,378千円）
太陽の塔内部展示制作委
託事業事業（予算：
220,320千円）

－

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額

整理
番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

1
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⼤阪都市魅⼒創造戦略2020 事業調査、評価表 年度 2017

目標 実績 次年度⽅針案

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額

整理
番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

9 百舌鳥・古市古墳
群の魅⼒創出

大阪府、堺市、羽
曳野市、藤井寺市

2010年に世界遺産暫定⼀覧表に記載
された「百舌鳥・古市古墳群」の世界文
化遺産登録の早期実現に向けた取組み
を進める。

2019年度の世界
文化遺産登録

2017年度の国内推薦獲得に向
け、地元や首都圏における機運の
醸成を図り、世界文化遺産登録
の早期実現に向けた取組みを進め
る。

－ 2017年7⽉末に今年度の世界⽂化遺産推薦候補に決定
し、世界文化遺産登録に向けて、大きく前進した。

事業の拡大・
継続 －

百舌鳥・古市古墳群世界
文化遺産登録推進事業
（予算：20,148 千
円）

－

10
ストーリー性をもたせ
た⼤阪魅⼒の再編
集・発信

大阪府、市町村、
⺠間事業者

⼤阪の魅⼒スポットやそれらを巡るルート
にストーリー性を持たせて再編集し、地域
における観光資源の磨き上げや受入環
境の整備等を支援する事業を実施。

国内外からの集客・
周遊性の向上をめざ
した環境整備

構築するストーリー数：2本程度
（2017年度） －

補助⾦の公募を⾏った結果、7事業の申請があり、審査の結
果全事業に対し9⽉末に交付決定を⾏った。現在、補助事業
の進捗管理を⾏いながら、申請団体と共にストーリーの作りこみ
を⾏っており、概ね当初の予定どおりに進んでいる。

事業の拡大・
継続 －

大阪ストーリープロジェクト
事業
（予算：45,432千円）

－

11

大阪城・森之宮・大
⼿前地区の魅⼒向
上 ＞ 歴史拠点の
創出

大阪市

・豊臣期に築かれた初代大坂城の石垣を
掘り起こし、公開する施設を整備
・特別史跡⼤坂城跡保存管理計画を推
進し、文化財を整備・活用
・難波宮跡公園のハード・ソフト両面から
の魅⼒向上 等

まちの魅⼒向上

【大阪城公園関連】豊臣石垣公
開施設の整備に向けた実施設計
業務
【難波宮跡公園関連】年度内に
「史跡等保存活用計画」を作成す
る。

－

【大阪城公園関連】
・豊臣石垣公開施設の整備に向け、施設、展示の実施設計
を発注し、おおむね計画通り進めている。
【難波宮跡公園関連】
・難波宮跡整備計画検討委員会議にはかりながら、府市連携
して「史跡等保存活用計画」の作成を進めている。

事業の拡大・
継続 － －

大阪城観光拠点化事業
（予算：113,027千
円）
難波宮跡公園整備事業
（予算：269,000千
円）

12

大阪城・森之宮・大
⼿前地区の魅⼒向
上 ＞ 世界的観
光拠点化

大阪市
・2014年度に導⼊した⼤阪城公園
PMO事業を推進し、⺠間活⼒を活⽤し
た公園の新たな魅⼒を創出

⼤阪城公園の魅⼒
向上

各施設の利⽤者（件）数：天
守閣237万人、野球場800件、
⻄の丸庭園30万⼈、豊松庵70
件、⾳楽堂100件  満⾜度調
査：85％

－ 計画通り進んでいる。 事業の拡大・
継続 － － 大阪城エリア観光拠点化

事業（予算：113千円）

13
中之島地区の魅⼒
向上 ＞ 新しい美
術館の整備

大阪市

 大阪市が所蔵する第一級のコレクション
を活⽤して、市⽴美術館や東洋陶磁美
術館とは異なる新たな魅⼒にあふれる
「（仮称）大阪新美術館」を、2021
（平成33）年度の開館をめざして整備
する。
 また、「（仮称）大阪新美術館」の整
備に取り組むことにより、中之島地区の魅
⼒向上に貢献していく。

中之島地区の魅⼒
向上に貢献し、来訪
者が増加

開館後の年間⼊場者数 約60
万人 －

・2021年度の開館に向け、基本設計業務を完了するととも
に、運営型PFIスキームの検討やコレクションの魅⼒向上をすす
めており、おおむね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 － －

新しい美術館の整備事業
（予算：211,999千
円）

14

中之島地区の魅⼒
向上 ＞ 大阪市
中央公会堂100周
年を契機とした魅⼒
発信

大阪市

 2018年に開業100周年を迎える国指
定⽂化財・⼤阪市中央公会堂の魅⼒を
広く伝える⾏事を実施することで、引き続
き⼤阪の誇る資産として魅⼒を発信して
いく。

中央公会堂開館
100周年の機運醸
成による中之島地
区の魅⼒向上

連携事業数 5件
開館100周年記念プレイベント参
加者数 500人

－
専門家や中之島エリアのイベント・企業等からヒアリングを重ね、
2018年も⾒据えたプレ・イヤーとして効果的なPRをおこなって
いる。

事業の拡大・
継続 － － 予算事業なし（既存事業

の範囲内で実施）

15
御堂筋地区の魅⼒
向上 ＞ 御堂筋の
空間再編

⼤阪市、⺠間事業
者

側道を利活⽤した御堂筋の歩⾏者空間
化に向けた道路空間再編を⾏う。

御堂筋における歩
⾏者の安全性向上

整備後の御堂筋を通⾏することに
満⾜している歩⾏者の割合（歩
⾏者の安全性向上）：2013年
度 45%→2021年度 55%

－
御堂筋における歩⾏者の安全性向上に向けたモデル整備後の
効果検証を実施し、現在は調査結果とりまとめ並びにデータ分
析中。

事業の拡大・
継続 － － 御堂筋の活性化（予算：

40,500千円）

16
御堂筋地区の魅⼒
向上 ＞ 御堂筋
活性化事業

大阪府、大阪市、
国⼟交通省近畿地
方整備局、経済団
体、大阪観光局

大阪のシンボルストリートである御堂筋を
歩⾏者に開放し⾮⽇常的なイベントを実
施。御堂筋・⼤阪の魅⼒を国内外に発
信する。

御堂筋を国内外に
発信できる集客装
置として活用して、
国内外からの話題を
集め、御堂筋・大阪
の魅⼒を発信する。

・テレビ・新聞・雑誌の掲載回数
80回以上
・Web掲載回数 600回以上

－

完成当時の御堂筋の街並み再現、漫才、ジャズバンド、合唱
団、ダンスパフォーマンス、飲食・出展ブース、ケータリングカー等
が楽しめる「にぎわい出展エリア」を開催。来場者から好評を得
られた。

事業の拡大・
継続 － 御堂筋開放事業（予

算：18,000千円）
御堂筋活性化事業（予
算：18,000千円）
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目標 実績 次年度⽅針案

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額
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番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

17

御堂筋地区の魅⼒
向上 ＞ クオリティ
の高いにぎわい空間
や官⺠協働によるブ
ランドの創出

⼤阪市、⺠間事業
者

 御堂筋地区計画に沿って、きめ細かな
建築デザイン、にぎわい用途等を誘導す
るとともに、御堂筋80周年を契機に、歩
道の彫刻(29体)を生かした芸術性の高
い通りの実現や、エリアマネジメント活動の
促進、定着を図る。
 また、市内の御堂筋・梅田・中之島地
区を中心とするエリアマネジメント団体の
交流や情報交換を⽬的とする会議を開
催し、大阪都心部のエリアマネジメント活
動の推進を図ることを目的としたガイドライ
ンの策定に向けた検討を⾏う。

・上質にぎわい空間
の創出と、芸術性の
高い通りの実現
・ガイドラインに基づく
⺠間事業者等の取
組の促進

・沿道美化活動の継続(年1回以
上)
・プランター整備38基以上(エリア
マネジメント団体による⽇常管理)
・大阪エリアマネジメント活性化会
議の開催（2回）・御堂筋におけ
る官⺠連携したモデル事業の実施

－

・彫刻脇のプランターの整備や、エリアマネジメント団体と連携し
たイベント等の取り組みを支援した。
・⼤阪エリアマネジメント活性化会議を2017年7⽉に開催し、
各団体の活動事業等の情報共有を⾏った。

事業の拡大・
継続 － －

建築美観誘導関係事務
（予算：1,411千円）
御堂筋の景観整備（彫刻
ｽﾄﾘｰﾄ）（予算：3,874
千円）
御堂筋の彫刻修景整備
(彫刻脇のﾌﾟﾗﾝﾀｰ整備)
（予算：9,850千円）
ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動促進制
度関係事務（予算：
4,103千円）

18

御堂筋地区の魅⼒
向上 ＞ 御堂筋
完成80周年記念
事業

⼤阪市、⺠間事業
者

御堂筋が完成して80周年を迎える年を
契機として、人中心のみちへと空間再編
をめざす今後の御堂筋のあり⽅や、⺠間
と連携したまちづくりのあり⽅を議論し、公
⺠連携による新しい御堂筋づくりをスター
トさせることを⽬的に記念事業を実施す
る。

公⺠の緊密な連携
関係の構築、エリア
マネジメントの活性
化やまちづくりの推進

シンポジウム、ワークショップ等の各
種記念事業の実施 －

シンポジウムやワークショップ等の各種記念事業を通じて今後の
御堂筋のあり⽅や⺠間と連携したまちづくりのあり⽅などの議論
を⾏っている。

事業の拡大・
継続 － －

御堂筋完成80周年記念
事業（予算：49,850千
円）

19

天王寺・安部の地
区の魅⼒向上 ＞
天王寺・阿倍野地
区の魅⼒発信・集
客促進

大阪市
天王寺公園・動物園を核として、周辺観
光施設等と連携しながら、地区全体の魅
⼒発信・集客促進に取り組む

天王寺・阿倍野地
区の魅⼒向上 地区の魅⼒発信の⼿法の検討 － 現時点では、戦略上のスケジュールどおり事業進捗が図られて

いる。
事業の拡大・
継続 － － －

20

天王寺・阿倍野地
区の魅⼒向上 ＞
天王寺公園・動物
園の魅⼒向上

大阪市

 地区の核となる天王寺公園・動物園に
おいて、官⺠連携等による魅⼒向上・活
性化、ひいては天王寺・阿倍野地区全
体の集客⼒・ブランド⼒の向上を図る。

天王寺公園・動物
園の魅⼒向上、来
園者数の増加

・公園来園者数：2012年度
129万⼈（実績）を2017年度
に260万人にする
※てんしばオープン前の目標値につ
き2017年秋に⾒直し予定。
・動物園来園者数:2012年度
124万⼈（実績）を2019年度
に175万人にする

－
ゲートエリアでの新たな官⺠連携の取組みや動物園での改⾰・
改善の実⾏など、地区の核としておおむね計画どおり事業進捗
が図られている。

事業の拡大・
継続 － －

天王寺公園・動物園の魅
⼒向上事業（予算：815
千円、公園198,000千
円、動物園177,432千
円、道路13,700千円）

21 ⼤阪市⽴美術館の
魅⼒向上 大阪市

・市⽴美術館は世界的レベルの所蔵作
品を誇り、建物は登録有形文化財に指
定された日本を代表する美術館で、天王
寺・阿倍野地区の観光集客拠点であ
る。80周年を迎え、その役割を⼗分に果
たすために必要な機能強化やサービス向
上にむけた大規模改修を実施するにあた
り、基本計画の策定や最適な事業手法
を検討する。また、大規模改修までに計
画的な所蔵作品の修復を進め、鑑賞機
会を増加させるとともに、観光集客拠点と
しての、より⼀層の魅⼒向上を図る。

・大規模改修に関す
る基本計画の策定
・リニューアル後の展
覧会の柱となる美術
品の充実（補修）

・大規模改修に関する基本計画
の策定
・リニューアル後の展覧会の柱とな
る美術品の充実（補修）

－

・天王寺・阿倍野エリアの集客拠点として、多くの来館者を呼び
込めるよう、現代の美術館として必要な機能強化やサービス向
上等を内容とした大規模改修基本計画の早期策定に取り組
むとともに、計画的な所蔵作品の修復を進め、鑑賞機会の増
加や展示品の充実に取り組んでいる。

事業の拡大・
継続 － ー

⼤阪市⽴美術館の魅⼒向
上事業（予算：38,600
千円）

3
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22

築港・ベイエリア地区
の魅⼒向上 ＞ ク
ルーズ客船の⺟港
化

大阪市、大阪観光
局

・クルーズ客船の⺟港化により内外集客
⼒を強化
・新たなウォーターフロントのまちづくりに挑
戦し、集客観光拠点化を図り、世界にア
ピール

クルーズ客船の⺟港
化に向け、観光客
増につながる大阪港
への寄港回数の増
加

2017年度寄港数：50隻 － 予定どおり進んでいる。 事業の拡大・
継続 －

天保山客船ターミナル整備
事業補助⾦交付事業
（予算：14,400千円、
別途、債務負担⾏為
993,026千円）

天保山客船ターミナル整備
事業（予算：42,918千
円、
    別途、債務負担⾏為
3,708,000千円）
クルーズ客船の誘致・受入
事業（予算：14,635千
円）

23

築港・ベイエリア地区
の魅⼒向上 ＞ ⼤
阪港開港150年記
念事業

大阪市

 ⼤阪港開港150年という記念すべき年
を、多くの市⺠の皆様と共にお祝いすると
ともに、⼤阪港の港勢伸⻑及びベイエリア
の魅⼒向上・臨海地域の活性化の契機
とする。

⼤阪港の港勢伸⻑
及びベイエリアの魅
⼒向上・臨海地域
の活性化

・大阪港が身近な存在と感じる市
⺠の割合（70%以上）
・港への集客⼒向上または臨海地
域の活性化に寄与する新規事業
の創出件数（5件以上）
・⼤阪港開港150年記念事業協
賛⾦の獲得（2017年11⽉末ま
での目標額：10,000千円）

－

新聞広告をはじめとした様々な媒体で事業のPRを積極的に展
開した結果、多くの事業者から賛同いただき、目標額を大幅に
上回る51,235千円（物品による寄付は除く）もの協賛⾦を
獲得することができた。また、アンケートを聴取したイベントに参
加した約74%の方が大阪港を身近な存在であると回答するな
ど、本事業を通じて、市⺠レベルでも港に対する理解度の向上
を図ることができた。他方、新規事業の創出については、事業の
実施結果等を踏まえながら、効果検証を⾏い、引き続き検討
を⾏っていく。

事業のスク
ラップ － －

⼤阪港開港150年記念事
業（予算：95,100千
円）
⼤阪港開港150年を契機
としたベイエリア魅⼒向上事
業（予算：1,596千円）

24 大阪駅周辺地区の
魅⼒向上

大阪市、大阪府、
⺠間事業者

うめきた２期まちづくりの推進
・世界の⼈々を惹きつける魅⼒を備えた
「みどり」と、世界をリードする「イノベーショ
ン」の融合拠点形成に向けた取組みの実
施

うめきた地区の魅⼒
向上、にぎわい創出
うめきた２期まちづく
りの機運醸成

うめきた2期みどりとイノベーションの
融合拠点形成推進協議会の設
⽴
うめきた2期区域暫定利⽤にかか
る事業：18事業、参加者数：
前年度以上
基盤整備事業の着実な推進

－

うめきた２期みどりとイノベーションの融合拠点形成推進協議会
を設⽴し、8⽉に開催した設⽴記念シンポジウムでは250⼈を
超える⽅に参加頂いた。また暫定利⽤事業も継続して実施し
ており、まちづくりの機運醸成、にぎわい創出が図られている。基
盤整備事業についても順調に進捗しているところ。

事業の拡大・
継続 －

うめきたまちづくり推進事業
（予算：5,000千円）
※参考 その他うめきた2期
⼟地区画整理事業費
（17,330千円）

うめきた2期「みどり」と「イノ
ベーション」の融合拠点実
現に向けた推進体制の構
築（予算：5,000千円）
※参考 その他うめきた2期
区域基盤整備事業費
（10,879百万円 左記、
大阪府事業費を含む全体
事業費）

25 なんば駅周辺道路
空間再整備

⺠間事業者、経済
団体、大阪市、大
阪観光局、大阪府

なんば駅周辺の道路空間を、⾞中⼼の
空間から人中心の空間へと再編し、地元
組織等のエリアマネジメント活動により、世
界を惹きつける観光拠点として上質で居
⼼地の良い空間の創出を図る。

大阪のおもてなし玄
関口として、世界を
ひきつける観光拠点
を整備し、居心地の
良い空間を⽣み出
すとともに回遊性を
高める。

なんば駅周辺道路空間の再編に
係る実施計画（整備内容、維持
管理スキーム等）を作成する。

－
地元協議会・関係機関と整備概要について合意済み。引き続
き、事業スキーム・運営スキームの方向性について協議中であ
り、おおむね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 － －

拠点地区開発計画策定
調査（予算：13,000千
円）
 ※他地区との合算

26
国内外の人々を惹
きつけるキラーコンテ
ンツの創出

大阪府

国内外に発信できる集客装置である御
堂筋を活用して、非日常的なオンリーワン
コンテンツを通じて⼤阪の魅⼒を内外へ発
信し、多くの方に大阪に来ていただくため
の起爆剤となるイベントを開催。

御堂筋を国内外に
発信できる集客装
置として活用して、
国内外からの話題を
集め、御堂筋・大阪
の魅⼒を発信する。

・テレビ・新聞・雑誌の掲載回数
80回以上
・Web掲載回数 600回以上

－

御堂筋から未来へ繋がるスポーツとパフォーマンスの祭典を開
催。スポーツ、エンターテインメント、クリエイションをひとつに融合
させた大阪発のパワーを1日限りのサプライズな豪華共演で実
施した。

事業の拡大・
継続 －

国内外からの誘客促進事
業
（予算：60,000千円）

－
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27 大阪・光の饗宴の魅
⼒向上

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

 「御堂筋イルミネーション」と「OSAKA光
のルネサンス」をコアプログラムとし、地域の
活性化に取り組む団体等が大阪府内各
エリアで展開する光のプログラムをエリアプ
ログラムとして、一体的にプロモーション展
開することにより、大阪の冬を代表する観
光コンテンツとして、官⺠の連携・協働によ
り都市魅⼒の創造・発信や都市ブランド
の向上や国内外からの多くの観光誘客を
図り、⼤阪の活⼒向上につなげる。

 御堂筋イルミネー
ションの中央エリアを
圧倒的な光空間を
創出する事業として
新たに構築し、大
阪・光の饗宴の魅⼒
向上を図る

大阪・光の饗宴全体の来場者
数：1,350万人以上
大阪・光の饗宴として連携実施す
る⺠間等の団体数：17団体

－

コアプログラムのうち「御堂筋イルミネーション」は、中央エリアを圧
倒的な光空間を創出する事業として新たに構築し、11月12
日から実施。「OSAKA光のルネサンス」は11月12日から一部
プレビュー点灯を⾏い、12⽉14⽇から12⽉25⽇まで実施予
定。
エリアプログラムについては、19団体23プログラムが参加。

事業の拡大・
継続 －

ナイトカルチャー魅⼒創出
事業（大阪・光の饗宴事
業）
（予算：248,578千
円）

大阪・光の饗宴事業（予
算：180,000千円）

28 ⼤阪マラソンの魅⼒
向上

大阪府、大阪市、
⺠間事業者

世界トップレベルの市⺠マラソンを⽬指す
ためのさらなる魅⼒づくりを⽬指すととも
に、大会の国際化を推進

⼤阪マラソンの魅⼒
向上を図り、海外ラ
ンナーのエントリー数
を増加

海外ランナーエントリー数：前年度
並み（9,000人） －

大阪マラソン公式ホームページでの多言語ページ（英語・ハン
グル・中国語（繁体字・簡体字））の作成など、海外ランナー
の誘客増加につながる取り組みを⾏った結果、エントリー数は前
年度より3,630⼈増加した。また、9⽉26⽇には、上海国際マ
ラソンと広報協⼒に関する覚書を締結することができた。

事業の拡大・
継続 － 大阪マラソン開催事業（予

算：90,000千円）
大阪マラソン開催事業（予
算：90,000千円）

29 スポーツツーリズムの推進

大阪府、大阪市、
⼤阪観光局、⺠間
事業者

ランドマークなど⼤阪のブランド⼒を活⽤し
たスポーツイベントを誘致・開催する。
また、プロスポーツチームと連携した都市
魅⼒の発信、観光振興につながる取組を
推進

・観光集客を通じて
地域を活性化する
＜府・市＞
・スポーツを活かした
都市魅⼒創出、誘
客促進＜市＞

・大阪にゆかりのあるプロスポーツ７
チームの年間主催試合での観客
者合計数 300万人＜府・市＞
・国際競技大会・イベント等の誘
致・開催：2件以上＜市＞

－

・プロスポーツチームと連携したイベントやポスター等の配布は完
了。今後も、様々な機会を通じて、スポーツを⼤阪の都市魅⼒
として発信する。＜府＞
・国際競技大会等を計画どおり開催するとともに、プロスポーツ
チームと連携し主催試合の招待や舞洲プロジェクト事業としてス
ポーツ教室を実施するなど、都市魅⼒の創出及び観光振興に
寄与している。引き続き、スポーツ都市⼤阪の魅⼒を発信する
ため、事業を実施していく。＜市＞

事業の拡大・
継続 － －

スポーツ競技大会の開催
（予算：35,700千円）
舞洲スポーツ振興事業
（予算：15,000千円）

30 ⼤阪の⾷の魅⼒の
創出・発信

⼤阪観光局、⺠間
事業者、経済団
体、大阪府

府内の飲⾷店が利⽤できる多⾔語メ
ニュー作成支援システムを構築し、多言
語メニュー設置店を増やすことで外国人
旅⾏者が安⼼かつ快適に飲⾷店を利⽤
できる環境を整える。

・外国⼈旅⾏者の
利便性向上

・府内の飲食店のシステム登録
数：2,500件（府内の飲食店の
5％以上）

－ システム構築については、当初スケジュールより若⼲遅れている
ものの、1月の運用開始に向け、現在事業者と調整中。

事業の拡大・
継続 －

食でおもてなし・多言語メ
ニュー作成支援事業費
（予算：15,487千円）

－

31 ⺠間との連携による
⾷の魅⼒発信

⼤阪市、⺠間事業
者

 ⺠間事業者等との連携により、⼤阪の
⾷の魅⼒を活⽤した新たな⼤阪ならでは
の観光コンテンツを開発する。

観光魅⼒の向上

・株式会社ぐるなびとの包括連携
協定に基づく協働事業の実施
・食を活かした着地型観光コンテン
ツの実施

－ 株式会社ぐるなびとの包括連携協定に基づく協働事業や、食
を活かした着地型観光コンテンツを実施

事業の拡大・
継続 － －

⾷を活⽤した観光魅⼒開
発事業（予算：3,000千
円）

32 天満・天神橋地域
の魅⼒発信 大阪市

大阪天満宮・大阪くらしの今昔館・天満
天神繁昌亭・天神橋筋商店街など、地
域の都市魅⼒資源を活かし、天満・天神
橋地域の魅⼒を広く発信する。

観光客の誘致強化 大阪くらしの今昔館入館者数：
500千人 －

・天満・天神橋地域の特性を活かした様々なイベントを実施す
るとともに、大阪くらしの今昔館では、インバウンドの受入環境を
整備するなど、観光客の誘致強化に向けておおむね順調に進
んでいる。

事業の拡大・
継続 － －

住まい情報センター事業の
うち今昔館分経費
（予算：63,746千円）

33
観光魅⼒向上のた
めの歴史・文化的ま
ちなみ創出事業

大阪市

 船場地区において、歴史的・文化的な
建築資源周辺の無電柱化や周辺景観と
調和した道路整備を実施するとともに、回
遊性向上の取り組み等を実施する。

観光魅⼒の向上

・芝川ビル周辺、大阪倶楽部周
辺の２箇所の無電柱化や周辺景
観と調和した道路整備
・残る候補地２個所のうち１箇所
の設計を実施
・⺠間団体によるイベント等、周遊
性を促す事業の実施を支援

－

・芝川ビル周辺、大阪倶楽部周辺の2箇所の無電柱化工事を
実施
・道修町通りの設計を実施
・有識者会議を11⽉27⽇に実施

事業の拡大・
継続 － －

観光魅⼒向上のための歴
史・文化的まちなみ創出事
業
（予算：350,500千
円）

5
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34
恒常的なまちの魅
⼒向上⽀援事業補
助⾦

大阪府

大阪ミュージアムの取組みの一環として、
住⺠参加によるまちの魅⼒向上とホスピタ
リティの向上に資することを目的に、地域
が主体となった恒常的なまちの魅⼒向上
及び景観形成の取組みを支援する。

住⺠参加によるまち
の魅⼒向上・景観
形成

補助事業実施団体数：２団体
以上 － 概ね当初の予定どおりに進んでいる。 事業の拡大・

継続 －

大阪ミュージアム推進事業
（うち まちの魅⼒づくり⽀
援）
（予算：６，０００千
円）

－

35 Wi-Fi設置の拡充
大阪府、大阪市、
⼤阪観光局、⺠間
事業者、市町村

大阪観光局において、Osaka Free Wi-
Fi の整備を促進する。
また、府においては、大阪観光局が設置
を促進しているOsaka Free Wi-Fiにつ
いて、府内で外国⼈旅⾏者をはじめ、多
数の旅⾏者を呼び込む意欲のある地域
について、エリアを限定して集中的に整備
を実施するため、補助⾦を交付する。

・まちの魅⼒向上
・観光客の利便性・
回遊性の向上

・拠点数等の目標について、大阪
観光局において検討中
・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人

－
府の補助事業については、Osaka Free Wi-Fiの設置促進に
係る補助制度を創設し、補助⾦の交付決定を⾏うなど、概ね
予定どおり進捗している。

事業の拡大・
継続 －

Osaka Free Wi-Fi設置
促進事業（予算：
126,688千円）

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部

36
公共交通機関等と
連携した受入環境
の整備

⼤阪府、⺠間事業
者

乗継利便性の向上を図るため、乗継ぎ
駅における案内モニターの設置や経路床
⾯における表⽰等、旅⾏者の利便性向
上に向けた環境整備を促進。

外国⼈利⽤者の利
便性が向上し、来
訪者が増加

目標補助実施箇所数 ３駅 － 鉄道事業者により、乗継利便性向上を図る案内モニターの設
置や床面案内表示等を整備中。

事業の拡大・
継続 －

公共交通機関等と連携し
た受入環境整備事業
（予算：24,000千円）

－

37 観光公衆トイレの整
備促進

⼤阪府、⺠間事業
者、市町村

市町村が実施する観光公衆トイレの設
置及び洋式化のための改修に係る経費
について補助⾦を交付する。

・まちの魅⼒向上
・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人

－

市町村が実施する観光公衆トイレの設置及び洋式化のための
改修に係る経費について、補助⾦を交付する補助制度を創設
し、補助⾦の交付決定を⾏うなど、概ね予定どおり進捗してい
る。

事業の拡大・
継続 －

市町村観光振興支援事
業（予算：80,000千
円）

－

38
宿泊施設における
「おもてなし」環境の
整備事業

⼤阪府、⺠間事業
者

府内の宿泊施設を対象に、施設内の案
内表示等の多言語化やトイレの洋式化
など、宿泊客の利便性や満⾜度の向上
に繋がる取組みに対し⽀援を⾏うととも
に、特区⺠泊施設については、認定促進
につなげるため、消防設備の整備等につ
いても⽀援を⾏う。

・宿泊客の利便性や
満⾜度の向上

・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人

－

本事業については、9月に補助事業者に対する交付決定を実
施しており、概ね予定どおり進んでいる。また、補助⾦の交付決
定にあたっては、予定数以上の事業者に交付決定を⾏うことが
できた。

事業の拡大・
継続 －

宿泊施設のおもてなし環境
整備促進補助⾦
（予算：50,000千円）

－

39 歩⾏者案内標識整備 大阪市

鉄道駅から主要集客施設までのルート上
に歩⾏者案内標識を整備するとともに、
集客施設内の案内看板など関係先と調
整して案内施設を整備することで回遊性
の向上を図る。

来街者の回遊性・
利便性の向上

歩⾏者案内標識の整備に関する
事業計画の策定 －

⼤阪城周辺地区における歩⾏者案内標識整備が2017年5
⽉末に完了。
事業計画の策定に向け検討及び関係者との調整を実施中。

事業の拡大・
継続 － －

交通安全施設等整備
（歩⾏者案内標識）
（予算：8,000千円）

40 「トラベルサービスセ
ンター大阪」の運営

大阪府、大阪観光
局、⺠間事業者

来阪旅⾏者の多様化するニーズに応える
ため、⺠間が実施するサービスと連携し、
観光案内のみならず旅⾏時のトラブルに
も対応するなど、旅⾏者の利便性向上と
安心・安全をワンストップで提供する「トラ
ベルサービスセンター大阪（愛称：おもて
なしステーション）」をＪＲ大阪駅構内に
おいて運営。

・観光客の利便性や
満⾜度の向上、府
内各地への誘客
・リピーターの確保

・「トラベルサービスセンター大阪」の
円滑な運営 － 2017年3⽉開設（運営継続） 事業の拡大・

継続 －
トラベルサービスセンター大
阪運営事業
（予算：36,027千円）

－
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41 観光案内所の運営
大阪府・大阪市・大
阪観光局・⺠間事
業者・市町村

 大阪観光局において、観光案内所
（大阪観光案内所・難波観光案内
所）の運営を⾏うとともに、府域の観光
案内所のネットワーク化に向けた検討を⾏
う。

観光案内機能の充
実

大阪観光案内所及び難波観光
案内所の機能充実による来所件
数の増加

－

⼤阪案内所については、2017年3⽉に「トラベルサービスセン
ター⼤阪」として移転拡張を⾏い、運営している。
難波案内所については、難波駅周辺の空間開発に合わせた
方向性を検討するため、11月に大阪観光局及び鉄道事業者
との意⾒交換を実施した。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：179,883千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,235千円）

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部

42 観光客への情報提
供機能の充実 大阪府

⽇本⼈旅⾏者を含む多くの来阪旅⾏者
に、⾃国語若しくは使⽤⾔語による観光
マップを⾒ていただくことで、⼤阪の「おもて
なし」精神を伝えるとともに、大阪府内全
域をスムーズかつ安心して移動してもらう
ため、多言語マップを作成・配布する。

・観光客の利便性や
満⾜度の向上、府
内各地への誘客
・リピーターの確保

・多⾔語マップの発⾏ －
多言語観光マップにつき、大阪観光局と作成に関する協定を
締結（6月）。
・対応言語数：6言語（7種類）

事業の拡大・
継続 －

多言語観光マップ作成事
業（予算：41,523千
円）

－

43 観光案内板等の整
備促進

大阪府、市町村、
⺠間事業者

市町村が実施する多言語による観光案
内板の設置・改修に係る経費について補
助⾦を交付する。

・まちの魅⼒向上
・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人

－
市町村が実施する多言語による観光案内板の設置改修に係
る経費について、補助⾦を交付する補助制度を創設し、補助
⾦の交付決定を⾏うなど、概ね予定どおり進捗している。

事業の拡大・
継続 －

市町村観光振興支援事
業（予算：80,000千
円）

－

44 観光案内板等の掲
載情報の更新等 大阪市

外国人観光客にとって需要のある場所に
設置した観光案内板を、より分かりやす
く、利便性の⾼いものへと更新し、観光情
報の提供や周辺案内の充実を図る。

観光客の回遊性・
利便性の向上

観光案内表示板の地図等掲載
情報を適宜更新 － 地下鉄駅に設置していた案内板の撤去箇所（2箇所）につい

て、年度末の完了に向けて、年内に⼯事発注予定。
事業の拡大・
継続 － －

観光案内表示板の整備事
業
（予算：3,044千円）

45 観光ボランティアの育
成

⼤阪府、⺠間事業
者

市町村が実施する観光ボランティアの育
成事業（研修等）に係る経費について
補助⾦を交付する。

・まちの魅⼒向上
・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人

－
市町村が実施する観光ボランティアの育成に係る経費につい
て、補助⾦を交付する補助制度を創設し、補助⾦の交付決
定を⾏うなど、概ね予定どおり進捗している。

事業の拡大・
継続 －

市町村観光振興支援事
業（予算：80,000千
円）

－

46 観光ボランティアガイ
ドとの連携 大阪市

大阪観光局及び大阪観光ボランティアガ
イド協会との連携により、大阪城公園内
での観光案内を⾏い、⼤阪のホスピタリ
ティの醸成を図る。

ガイド利⽤の促進
⼤阪城内外ガイド利⽤⼈数 前
年度⽐同数以上（2016年度：
155,154人）

－
大阪観光ボランティアガイド協会による、通常ガイド・イベントガ
イドの継続実施のほか、歴史街道推進協議会との連携による
定点ガイド案内を実施（10⽉1⽇〜11⽉5⽇）。

事業の拡大・
継続 － －

大阪城エリア観光拠点化
事業
（大阪城公園内特設案
内所における観光案内業
務の分担⾦)
（予算：2,200千円）

47 多言語対応の強化 ⼤阪府、⺠間事業
者、大阪観光局

府内の宿泊施設等を対象に、施設内の
案内表示等の多言語化などの取組みを
⽀援するとともに、府内の飲⾷店が利⽤
できる多言語メニュー作成支援システムを
構築し、多言語メニュー設置店を増やす
ことで外国⼈旅⾏者が安⼼かつ快適に飲
⾷店を利⽤できる環境を整える。

・外国⼈旅⾏者の
利便性や満⾜度の
向上

・来阪外国⼈旅⾏者数 1,045
万人
・延べ宿泊者数：3,275万人
・府内の飲食店のシステム登録
数：2,500件（府内の飲食店の
5％以上）

－

宿泊施設に対する補助制度については、交付決定を⾏うなど、
概ね予定どおり進捗。多言語メニューのシステム構築について
は、当初スケジュールよりは若⼲遅れているものの、1⽉の運⽤
開始に向け、現在事業者と調整中。（⇒観光施設等の国際
化支援事業については、宿泊税の税収動向を踏まえ、実施に
ついて検討していく。）

事業の拡大・
継続 －

宿泊施設のおもてなし環境
整備促進補助⾦
（予算：50,000千円）
観光施設等国際化支援
事業費（予算：70,000
千円）
食でおもてなし・多言語メ
ニュー作成支援事業費
（予算：15,487千円）

－

7
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48 観光バス乗降場環
境整備 大阪市

 観光バスを利⽤して中央区ミナミエリアを
訪れる国内外からの観光客が、ミナミエリ
アを円滑に周遊できるよう、⽇本橋観光
バス乗降スペース付近に観光案内表⽰を
設置し、案内を充実する。
 また、観光客の滞留スペースや安全・安
心を確保するため、日本橋において歩道
拡幅を⾏う。

観光客の利便性・
安全性の向上

⽇本橋乗降場付近に観光案内
表⽰を設置（2017年度末） －

日本橋歩道拡幅工事について、計画通り工事契約決定し、
今年度末に⼯事完了予定。
案内表⽰については、公募により業者を決定し、今年度末に
設置予定。

事業の拡大・
継続 － －

外国人等観光客受入環
境整備事業（予算：
86,462千円）

49
外国⼈旅⾏者の災
害時における安全
確保

⼤阪府・市町村・⺠
間事業者

外国⼈旅⾏者が災害発⽣時に必要な
情報を⼊⼿できる環境の整備及び⾏
政、観光施設・宿泊施設等、関係者の
役割分担によるサポート体制の構築

災害情報を入手し
やすい仕組みづくりと
ともに、災害時の円
滑な⽀援体制を構
築し、外国⼈旅⾏
者が安⼼して旅⾏で
きる環境づくりをめざ
す

「外国⼈旅⾏者安全確保マニュア
ル（仮称）」の作成 －

観光事業者向けの⽀援マニュアルの作成等の業務を⾏う⺠間
事業者を公募型プロポーザル方式で選定、8月に契約を締結
した。
ポータルサイトに国⼟交通省の防災情報サイトを掲載するため
の作業を進めるとともに、広報強化のためのグッズを製作し、今
年度中に観光案内所等に設置する予定としている。

事業内容の
⾒直し・精査 －

外国⼈旅⾏者安全確保
事業
（予算：4,546千円） －

50
文化・観光、商業施
設等の開館・営業
時間の延⻑

⼤阪府・⺠間事業
者

 国内外からの観光客の要望の多いナイ
トカルチャーを発掘・創出するため、主にイ
ンバウンドの観光客を対象とした夜間公
演等のナイトカルチャー事業に取り組む事
業者に対し、事業の⽴ち上げ等に必要な
経費を補助する。

 夜間公演等の充
実支援等を通じて、
国内外からの旅⾏
者の要望の多いナイ
トカルチャーを発掘・
創出する。

 夜間公演等を実施する事業者
に対する補助制度を創設 －

「ナイトカルチャーの発掘・創出にかかる検討会」の意⾒を踏ま
え、「ナイトカルチャー発掘・創出事業補助⾦交付要綱」を策
定し、補助の交付決定を⾏った。

事業の拡大・
継続 －

ナイトカルチャー発掘・創出
事業
（予算：31,000千円）

－

51
イベント・公演等の
開演時間の繰り下
げ

⺠間事業者

 国内外からの観光客の要望の多いナイ
トカルチャーを発掘・創出するため、主にイ
ンバウンドの観光客を対象とした夜間公
演等のナイトカルチャー事業に取り組む事
業者に対し、事業の⽴ち上げ等に必要な
経費を補助する。

 夜間公演等の充
実支援等を通じて、
国内外からの旅⾏
者の要望の多いナイ
トカルチャーを発掘・
創出する。

 夜間公演等を実施する事業者
に対する補助制度を創設 －

「ナイトカルチャーの発掘・創出にかかる検討会」の意⾒を踏ま
え、「ナイトカルチャー発掘・創出事業補助⾦交付要綱」を策
定し、補助の交付決定を⾏った。

事業の拡大・
継続 －

ナイトカルチャー発掘・創出
事業
（予算：31,000千円）

－

52
ランドマークのライト
アップの時間延⻑・
創出

⼤阪府、⺠間事業
者

ランドマークのライトアップの時間延⻑・創
出による夜間のまち歩きやナイトクルージン
グの魅⼒向上のため、ランドマークのライト
アップの現状把握に努め、⺠主導の取組
みを推進する。

ランドマークのライト
アップの時間延⻑・
創出による夜間のま
ち歩きやナイトクルー
ジングの魅⼒向上

ランドマークのライトアップの時間延
⻑・創出 － ⺠間ビルのライトアップ時間の現状把握について光のまちづくり

推進委員会で要請（6月）、概ね予定どおり進捗している。
事業の拡大・
継続 － － －

53 MICE誘致の推進
大阪府･大阪市・大
阪観光局・経済団
体・⺠間事業者

官⺠が⼀体となって、ターゲット等を明確
にした⽅針に基づき戦略的にMICE誘致
を展開するとともに、大阪におけるMICE
受入体制の充実を図る。

誘客促進
大阪府域の国際会議開催件
数：340件（2020年度、JNTO
基準)

－

5⽉に⼤阪MICE推進委員会を⽴上げ、第１回会議を開催
するなど、府・市・経済団体と連携した取組みを進めており、
「ツーリズムEXPO2019」の大阪開催を実現した。また、グロー
バルMICE都市・都市⼒強化対策本部(事務局：観光庁)へ
の参加（11月）など、国、他都市の取組状況など情報収集
を⾏い、⼤阪への戦略的MICE誘致につなげる。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：180,000千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,000千円）の
一部

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部
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54
大阪観光局運営事
業（大阪版DMO
推進事業）

公益財団法人大阪
観光局（大阪版Ｄ
ＭＯ）

 大阪観光局において、観光のプロ組織
による観光振興事業を展開し、新たな観
光関連産業の振興や地域の活性化、交
流を通じたにぎわいづくりに取り組むととも
に、大阪観光局を「大阪版DMO」とし、
戦略的なマーケティング、情報ネットワーク
や観光案内機能のワンストップ化、効果
的なプロモーションや地域と連携した
MICE誘致などの事業に取り組み、大阪
への来訪者・宿泊者数を増加させ経済
効果の向上を図る。

誘客促進 ⼤阪版DMO戦略に沿ったDMO
事業の試⾏実施 －

国地⽅創⽣交付⾦を活⽤し、関⻄国際空港において、来阪
外国⼈旅⾏者に対するマーケティングリサーチを実施するととも
に、Wi-FiのGPSログやSNSの投稿内容を活用した夜間動向
調査を実施し、こうした調査結果を公表した。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：180,000千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,000千円）

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）

55
都市魅⼒をみんなで
支えるネットワークづ
くり

大阪府、経済団
体、⺠間事業者

⽂化及び都市魅⼒創造をみんなで⽀え
る仕組みとして、⾏政、経済界、在阪メ
ディア及び⽂化・都市魅⼒創造関係団
体が連携し、
観光、文化、スポーツ、国際化など様々
な都市魅⼒活動を⽀えるネットワークづく
りの取り組みを⾏う。

都市魅⼒活動を⽀
えるネットワークづくり - －

府域市町村及び関係団体との情報共有・意⾒交換の場とし
て、おおさか都市魅⼒・観光ネットワーク会議総会を開催した
（2017年度開催実績1回（2017年11⽉末現在））。

事業の拡大・
継続 － － －

56
国内外への戦略的
なプロモーションの展
開

大阪府・大阪市・大
阪観光局

 大阪観光局において、マーケティングに
基づき、観光客や市場ごとのターゲットに
応じた効果的なプロモーション活動を展開
し、国内外からの誘客の促進を図る。

誘客促進 来阪外国⼈旅⾏者数：1,045
万⼈（2017年） －

ＤＭＯ事業戦略に基づき、ターゲット国（16カ国）に対して、
現地旅⾏博への参加やSNSを活⽤した観光プロモーションを実
施した。
また、今後は動画を活⽤したより効果的なプロモーションを⾏う
ため、マーケティングに基づく国別のプロモーション動画（13種
類）の製作を⾏っている。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：180,000千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,000千円）の
一部

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部

57

大阪市版TID
（Tourism
Improvement
District）モデル創
出事業

大阪市

地域が⾃らの資⾦を原資として観光地域
まちづくりに取り組む仕組みである「大阪
市版TID（Tourism Improvement
District）」の構築に向け、モデル創出に
向けた事前調査を実施することにより、翌
年度以降のモデル事業実施につなげ、将
来的に、地域内の滞在者数・宿泊者数
の増加及びそれに伴う地域内経済の活
性化をめざす。

地域内の滞在者
数・宿泊者数の増
加及びそれに伴う地
域内経済の活性化

事前調査の実施 －

・⼤阪市版TID制度検討会を8⽉に⽴ち上げ、2回の検討会
を開催し、モデルシミュレーション案を各種検討するとともに、米
国の海外事例調査を実施している。おおむね計画通りに進捗
している。－

事業の拡大・
継続 － －

大阪市版TID（Tourism
Improvement
District）モデル創出事業
（予算：8,000千円）

58

各種プロモーション
ツールを活用した大
阪の情報発信の強
化

大阪府・大阪市・大
阪観光局

大阪観光局において、インターネットや
SNS、ガイドブックやマップなどの各種プロ
モーションツールを活用し、多言語による
効果的な情報発信を展開する。

誘客促進
来阪外国⼈旅⾏者数等の⽬標に
ついて、大阪観光局において検討
中

－

観光情報サイト「OSAKA INFO」については、来年１⽉のリ
ニューアルに向け作業を⾏っているところ。
また、SNSによる情報発信については、累計フォロワー数が
582,371人（10月末）となっており、今後は動画を活用した
より効果的な情報発信を⾏うため、マーケティングに基づく国別
のプロモーション動画（13種類）の製作を⾏っている。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：180,000千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,000千円）の
一部

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部

9



10

⼤阪都市魅⼒創造戦略2020 事業調査、評価表 年度 2017

目標 実績 次年度⽅針案

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額

整理
番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

59 大阪ミュージアムの
推進 大阪府、市町村

大阪府全体を屋根のないミュージアムに
⾒⽴て、魅⼒あるまちなみや⾃然、祭りや
イベントなどを「展示品」や「館内催し」とし
て登録し、その魅⼒を磨き・際⽴たせ、内
外に発信し、府域への集客促進を図る。

①ホームページ等で
の情報発信、コンテ
ンツの充実
②府域での周遊・集
客の促進
③住⺠参加によるま
ちの魅⼒向上・景観
形成（№34再
掲）

①ホームページのアクセス件数：
月２万件以上
②参加者満⾜度：９０％以上
（№63再掲）
③補助事業実施団体数：２団
体以上（№34再掲）

－ 概ね当初の計画通りに進んでいる。 事業の拡大・
継続 －

大阪ミュージアム推進事業
（予算：36,956千円）
※№34と№63を含む。

－

60
大阪都市景観建築
賞（大阪まちなみ
賞）

大阪府、大阪市

＜目的＞ 美しく、個性と風格のあるまち
の景観づくりを進めていくために、府⺠、市
⺠等から周辺景観の向上に質し、かつ、
景観上優れた建物や建物を中心としたま
ちなみを募集し、表彰することで地域資
源を⽣かした⼤阪の魅⼒発信及び府⺠
の景観に対する意識向上を図る。（設
計者による自薦応募も可）
＜運営＞ 大阪府・大阪市・（公社）
大阪府建築士会・（一社）大阪府建
築士事務所協会・（公社）日本建築
家協会近畿支部・（一社）日本建築
協会の共催で⾏い、運営資⾦は建築関
係団体及び屋外広告物業団体等による
協賛による。

・景観に対する意識
向上
・美しく、個性と風格
のあるまちの景観づく
りの推進による都市
の魅⼒向上

景観に対する意識向上を図るた
め、府⺠や市⺠による推薦応募を
促進し、賞の周知を図る。

－

推薦募集に対して広く大阪府下の建物・まちなみに対する推
薦があった。
新築・大規模な建物だけでなく、リニューアルや小規模な建物
などに対しても推薦があり、府⺠、市⺠の幅広い関⼼が感じら
れる。

事業の拡大・
継続 － － －

61 フィルムカウンシル事
業の充実

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局、⺠間事業者

大阪観光局において、大阪への映画・ド
ラマ等のロケーションを誘致するとともに、ロ
ケ地紹介やボランティアエキストラを募集す
る等、各種撮影⽀援を⾏う。

⼤阪の知名度向上 ロケ誘致・支援数等の目標につい
て、大阪観光局において検討中 －

10月末現在で、71件の映画・ＴＶ番組等のロケーション支援
を実施するとともに、10月には、咲洲庁舎において、府内で撮
影を⾏った映画の公開に合わせたタイアップキャンペーンを実施
した。

事業の拡大・
継続 －

大阪観光局運営事業
（予算：180,000千
円）
大阪観光局運営事業
（大阪版ＤＭＯ）（予
算：140,000千円）の
一部

大阪観光局事業（予
算：320,000千円）の
一部

62 観光バス駐⾞場の
確保・充実 大阪市

 観光バスの利⽤が多いミナミエリアへアク
セスしやすい場所に観光バス駐⾞場を設
け、外国人観光客の急増に伴う受入環
境の整備を図る。

外国人観光客の受
入環境の整備

観光バス駐⾞場として確保した交
通局所管の幸町用地において、
⺠間事業者による観光バス駐⾞
場運営を⾏い、10台分の駐⾞場
を確保する。

－ 交通局所管の幸町⽤地について、当初契約が満了後も、新た
な⺠間事業者を選定のうえ運営を継続。

事業の拡大・
継続 － －

外国人等観光客受入環
境整備事業
（予算：11,016千円）

63
魅⼒資源の結びつ
けによる府内各地の
周遊性向上事業

大阪府

大阪ミュージアム登録物を活用して、地
域魅⼒を府内外に発信するとともに、府
域への集客・周遊を促す事業を展開する
「地域魅⼒発信事業」を実施。

府域での集客・周遊
の促進

参加者満⾜度（良かった、⾮常
に良かった）：90％以上 －

⼤阪ミュージアム登録物を巡る冊⼦「⼤阪ﾐｭｰｼﾞｱﾑ`とっておき
´OSAKA周遊ガイド」を作成（関⻄圏で157万部配布される
読売ファミリーに折込掲載）するとともに、冊子を活用した集客
及び回遊を促す事業を実施しており、概ね当初の予定どおり進
んでいる。

事業の拡大・
継続 －

大阪ミュージアム推進事業
（うち 地域魅⼒の発信）
（予算：7,141千円）

－



⼤阪都市魅⼒創造戦略2020 事業調査、評価表 年度 2017

目標 実績 次年度⽅針案

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額

整理
番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

64 世界に発信する「大
阪文化の祭典」 大阪府

 人々を惹きつける質の高い、様々なコン
テンツを、大阪をはじめ、府外から集め、
府内全域で特定期間に集中して⾒せる
ことで、大阪のエンターテインメント性を際
⽴たせ、多くの観光客を呼び込むととも
に、⼤阪の魅⼒を国内外に発信していくこ
とにより、国際エンターテインメント都市に
ふさわしい、世界に誇る文化イベントを目
指す。

⼤阪の魅⼒を発
信、誘客促進 鑑賞者満⾜度：80％ －  経済界等と実⾏委員会を設置するとともに、在阪放送局9社

と連携し、オール大阪の体制を構築して取組むことができた。
事業の拡大・
継続 －

大阪文化フェスティバル事
業
（予算：160,405千
円）

－

65 アートスポットの魅⼒
創出・発信 大阪府

 公共の空間や施設内において、都市魅
⼒を向上させ、観光集客につながるような
アート作品を設置することにより、大阪に
新たな名所（アートスポット）の創出を目
指す。

⼤阪の魅⼒を発
信、誘客促進

調査報告書を取りまとめ、2018
年度からの事業実施を⽬指す －

 アートスポットの背景や⾏政における取組み、⼤阪府がアート
スポットを設置するにあたっての考え⽅を事業計画として整理し
た。

事業の拡大・
継続 －

アートスポット魅⼒創出発
信事業
（予算：5,000千円）

－

66 留学⽣への⼤阪⽂
化の魅⼒発信 大阪府

 留学⽣や海外からの旅⾏客に⼤阪⽂
化の魅⼒を伝えていくためのプログラムを
企画し、提供する。

留学⽣や海外からの
旅⾏客の⼤阪⽂化
に対する理解の促
進

既存の文化事業の中でプログラム
を企画し、提供しながら、次のス
テップに向けて検討を⾏う

－  ⼤阪⽂化再発⾒事業において、外国⼈も対象とした「英語
落語」を開催した。

事業の拡大・
継続 － － －

67
美術館・博物館の
魅⼒向上《⼀部再
掲》

大阪市

 市⽴美術館、東洋陶磁美術館、歴史
博物館、自然史博物館、科学館におい
て、博物館の魅⼒向上に向けた展⽰環
境の改善など、計画的な施設の改修整
備の取り組みを進める。
 市⽴美術館他４館において、『⼤阪市
ミュージアムビジョン』に掲げる、①大阪の
知を拓く、②⼤阪を元気にする、③学びと
活動の拠点へを目標に、「都市のコアとし
てのミュージアム」を実現することを通じて、
都市魅⼒の向上と新たな⽂化・⼈材の
創出に貢献する。（No.20「⼤阪市⽴
美術館の魅了向上」を含む）
 あわせて、ビジョンの実現に最適の経営
形態として地⽅独⽴⾏政法⼈設⽴
（2019年４⽉予定）をめざし、その制
度設計を⾏う。

・ミュージアムビジョン
に定める戦略やアク
ションプランの実現に
よる博物館魅⼒の
向上。
・2019年度からの、
対象施設の地方独
⽴⾏政法⼈による
運営の確実な実
現。

・所蔵作品の計画的な修復や展
⽰環境の改善・魅⼒的な展⽰の
実現を⾏う。
・ビジョンの「戦略的な広報を展開
する」ため、外部資⾦による外国
人向け情報発信を強化。
・アクションプランの地⽅独⽴⾏政
法人中期計画への反映と、定款
及び評価委員会条例の制定。

・⽂化庁補助⾦を活⽤し、多⾔語化等による外国⼈利⽤者
への情報発信の強化を図るため、2017年4⽉に実⾏委員会
を⽴ち上げ、年度末の完了に向け計画的に進めている。
・計画的な所蔵作品の修復を進め、鑑賞機会の増加や展⽰
品の充実に取り組んでいる。《再掲》
・2019年４⽉１⽇の地⽅独⽴⾏政法⼈設⽴に向け、おおむ
ね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 －

・博物館施設の地⽅独⽴
⾏政法⼈化（予算：
20,836千円）
・博物館施設指定管理代
⾏料等（⼤阪城天守閣に
かかる事務費等を除く）
 （予算：1,577,596千
円）
・⼤阪市⽴美術館の魅⼒
向上（予算：38,600千
円）

68 ⽂化魅⼒の情報発
信 大阪府

「大阪ならでは」のリーディング事業の実施
等を通じて、⼤阪⽂化の魅⼒を発信して
いく。

⼤阪の魅⼒を発信 大阪文化フェスティバルにおける鑑
賞者満⾜度：80％ －  「⼤阪⽂化芸術フェス2017」において、⼤阪⽂化の魅⼒を発

信した。
事業の拡大・
継続 －

大阪文化フェスティバル事
業
（予算：160,405千
円）

－

69 大阪らしい芸術文
化の魅⼒の創出 大阪市

 国が主導する文化プログラムの動きを踏
まえた取組みとして、大阪の文化資源で
ある伝統芸能を観光資源として活用する
ためのコンテンツ創造、並びに地域の魅⼒
を発信する事業を実施する。

大阪文化の活性化
等をめざすとともに、
大阪市内へのビジ
ター増による大阪の
経済の成⻑を促す

モデル事業への来場者数 1,000
⼈/年 －

今年度は、将来的な旅⾏事業者による“⼤阪ならでは”の伝統
芸能コンテンツを核とした旅⾏商品の開発のためのモデル公演
の実施（3回）および有識者会議の開催を⾏うこととなってお
り、概ね事業の進捗は図られている。

事業の拡大・
継続 － －

伝統芸能を活用した大阪
の魅⼒開発促進事業事業
（予算：7,170千円）

11
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⼤阪都市魅⼒創造戦略2020 事業調査、評価表 年度 2017

目標 実績 次年度⽅針案

中間評価
期末評価 （参考）大阪府

予算事業名・予算額
（参考）大阪市
予算事業名・予算額

整理
番号 プロジェクト名 取組の主体 プロジェクト

概要 アウトカム
成果指標

70 アーツカウンシルの機
能強化 大阪府、大阪市

 ⼤阪の⽂化⼒の向上につなげるため、
アーツカウンシルの運営体制強化を図り、
府市文化事業を評価・審査するとともに、
企画や調査機能を高め、アーティスト等へ
のサポート、府内での文化プログラムの推
進や効果検証等に取り組む。

大阪文化にふさわし
い文化施策の推進

アーツカウンシルの機能強化に向け
たあり方を取りまとめ －

 大阪府市文化振興会議において、ワーキング部会を設置し、
アーツカウンシルのあり⽅について検討を⾏い、11⽉開催の本
審議会で取りまとめた。

事業の拡大・
継続 －

大阪アーツカウンシル運営
等事業
（予算：11,755千円）

大阪アーツカウンシル等によ
る⽂化⾏政の推進
（予算：7,063千円）

71 若⼿アーティストらの発表機会の提供
⼤阪府、⺠間事業
者

 芸術文化の担い手を発掘育成するた
め、若⼿プロデューサー等のネットワークの
構築や、作品発表の機会の拡大を目指
す。

芸術文化の担い手
の育成・支援

芸術文化の担い手を支援するため
の取組みについて、引き続き検討
を⾏う。

－
 芸術⽂化魅⼒育成プロジェクトを通じて多くの若⼿プロデュー
サー等が参加できる育成プログラムを実施し、若⼿プロデュー
サーの育成につなげている。

事業の拡大・
継続 － － －

72
芸術文化を将来へ
継承させる⻘少年の
育成

大阪市

 大阪市における各区の特性に応じた質
の⾼い芸術⽂化メニューを⻘少年対象に
実施することを通じて、中⻑期的に芸術
⽂化にかかる⻘少年育成が定着すること
をめざす。

芸術文化を将来へ
継承発展させる⻘
少年の育成

8区で⽂化事業を試⾏実施し、各
区の事業で⾏うアンケートで、区の
特性にあった文化事業であることを
感じた／再認識した参加者の割
合：85％以上

－

計画どおり事業が進捗している。次年度の本格実施に向けて
各区へ実施希望を確認したところ、今年度実施区に加え、新
たに9区から希望があった。今後、希望区の事業の推進と非希
望区へのフォローが課題である。

事業の拡大・
継続 － －

区と連携した芸術⽂化⻘
少年育成事業（予算：
12,000千円）

73 ラグビーワールドカップ
2019の大阪開催 大阪府、市町村

ラグビーワールドカップ2019大会準備推
進組織を設置し、大会運営に係る関係
機関との協議・調整や大会に向けた機運
醸成を図るための取組みを展開

2019年9⽉のラグ
ビーワールドカップに
向けた開催機運の
醸成を図る

トップリーグの試合会場等でのプロ
モーション活動：20回
ラグビーワールドカップの花園ラグ
ビー場開催に対する府⺠認知
度：60％以上

－

⼤会2年前となる2017年度については、5⽉のプール組分け
抽選会やトロフィーロードショー、11月の試合日程発表会といっ
た大会に向けたマイルストーンとなるイベントのタイミングを活かし
た連携・連動型プロモーションを展開。

事業の拡大・
継続 －

ラグビーワールドカップ2019
開催準備事業
（予算：450,656千
円）

－

74 国際的なスポーツイ
ベントなどの誘致

大阪府、大阪市、
市町村、⺠間事業
者

⼤阪のスポーツ都市としてのブランド⼒を
⾼めるため、注⽬度の⾼い国際的なス
ポーツイベントや合宿を誘致

大阪のスポーツ都市
としてのブランド⼒の
向上＜府・市＞

・合宿誘致活動：20件＜府＞
・国際競技大会・イベント等の誘
致・開催：2件以上＜市＞

－

・オリ・パラ等事前キャンプ誘致を希望する市町村の活動を適
宜に支援している。＜府＞
・国際競技大会やイベント等を計画どおり開催し、大阪のス
ポーツ都市としてのブランド⼒向上に寄与している。＜市＞

事業の拡大・
継続 －

オリ・パラ等事前キャンプ誘
致事業（予算：734千
円）

スポーツ競技大会の開催
（予算：35,700千円）

75 オリ・パラ等事前キャ
ンプ誘致の推進

大阪府、大阪市、
市町村

市町村と連携した事前キャンプの誘致や
ホストタウン登録を推進するため、競技施
設等の情報を掲載した広報媒体を作成
するとともに、府内競技団体や総領事館
等へプロモーションを実施する。

・事前キャンプ誘致
の実現＜府、市＞
・ホストタウン登録の
追加＜府＞

・合宿誘致活動：20件＜府＞
・東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会等の事前キャンプ
地として決定＜市＞

－

・オリ・パラ等事前キャンプ誘致を希望する市町村の活動を適
宜に支援している。＜府＞
・市町村に対してホストタウンに関する情報を提供したり、国との
連絡調整を図った結果、新規登録2件、追加登録1件が実現
した。＜府＞
・事前キャンプ地の視察として、来⽇したカナダ（陸上）及びア
メリカ（水泳）チームへのプロモーション活動を実施。＜市＞

事業の拡大・
継続 －

オリ・パラ等事前キャンプ誘
致事業
（予算：734千円）

－

76 ホストタウンへの登録 大阪市、市町村

⼤阪市において、スポーツ⽴国、グローバ
ル化の推進、地域の活性化、観光振興
等に資する観点から、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会に参加する
国・地域のホストタウンとして、国に登録
し、相互交流を図る。

スポーツによる地域
活性化

ホストタウン登録国とスポーツ分野
のみならず、⽂化や国際交流を⾏
い、東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会の開催効果を開催
後も継承し、交流事業の継続など
レガシーを創出する

－ オーストラリアとのスポーツ交流を図るとともに、市内の学校と連
携し当該国との国際交流を深めるため事業調整を進めている。

事業の拡大・
継続 － － ホストタウン関係交流事業

（予算：1,000千円）

77 オリ・パラ開催に向けた事業の展開 大阪市

オリンピアンを大阪から輩出するため、トッ
プアスリートを育成する団体の支援や、障
がいのある人もない人も誰もが楽しめる大
規模なスポーツイベントの開催などによる
機運の醸成を図る。

東京オリンピック・パラ
リンピックに向けた機
運の醸成

大阪から東京オリンピック代表選手
を選出、機運醸成イベントの開催 －

本市スポーツ競技⼒向上のため、競技⼤会の開催や⼈材育
成に資する団体等への⽀援を実施するとともに、、昨年度に引
き続き、トップアスリートの育成のため、3競技団体を通じた選手
の強化育成のため、補助事業を実施。また、計画どおり機運醸
成イベントを開催した。

事業の拡大・
継続 － － 競技⼒向上事業（予

算：19,363千円）
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78
関⻄ワールドマスター
ズゲームズ開催に向
けた事業の展開

大阪市

大規模なスポーツ大会の開催時に合わせ
て、一般参加型のスポーツイベント開催に
よる機運の醸成を図るとともに、ワールドマ
スターズゲームズ2021関⻄の閉会式開
催に向けて取り組む。

ワールドマスターズ
ゲームズ2021関⻄
の開催に伴う機運
醸成を図る

閉会式開催の準備に向けた実施
体制の検討及び課題（会場選
定・内容等）の整理・精査を、組
織委員会と連携して⾏う

－
関⻄マスターズスポーツフェスティバルを開催し機運を醸成すると
ともに、閉会式開催に向けてオークランド大会を視察するなど、
開催に向けた準備を着実に進めている。

事業の拡大・
継続 － －

市⻑杯各種⼤会の開催
（予算：32千円）
関⻄ワールドマスターズゲー
ムズ2021（予算：
6.973千円）

79 プロスポーツとの連携
事業

大阪府、大阪市、
⼤阪観光局、⺠間
事業者

大阪を拠点に活動するプロスポーツチーム
と連携して、スポーツの振興や産業創出
に向け取り組むとともに、都市魅⼒の発
信、観光振興につなげる。

・プロスポーツ観戦を
目的とした観光客の
誘客促進＜府・市
＞
・プロスポーツチームと
の連携によるスポー
ツ振興及び都市魅
⼒向上＜市＞

・大阪にゆかりのあるプロスポーツ７
チームの年間主催試合での観客
者合計数 300万人
・舞洲プロジェクトの事業実施体制
の確⽴＜市＞

－

・プロスポーツチームと連携したイベントやポスター等の配布は完
了。今後も、様々な機会を通じて、⼤阪の都市魅⼒を発信す
る。＜府＞
・プロスポーツチームと連携し主催試合の招待や舞洲プロジェク
トとして情報発信・商品開発・スポーツ教室などを実施し、都市
魅⼒の創出及び観光振興に寄与している。引き続き、スポーツ
の振興や産業創出に向け、事業を実施していく。＜市＞

事業の拡大・
継続 － － 舞洲スポーツ振興事業

（予算：15,000千円）

80
スポーツ情報ネット
ワークシステム推進
事業

大阪府

府⺠の様々なスポーツニーズに対応する
ため、スポーツイベント情報、スポーツ施設
利⽤情報、スポーツ団体情報、ボランティ
ア情報等、スポーツに関する様々な情報
を提供

スポーツに親しむ府
⺠が増える アクセス件数：280,000件 －

・アクセス件数は、目標の7割弱となっており、概ね順調に推移
している。
・掲載情報は、随時更新している。

事業の拡大・
継続 －

スポーツ情報ネットワークシ
ステム推進事業
（予算：2,358千円）

－

81
オリンピック・パラリン
ピックムーブメント教
育の推進

大阪府、大阪市、
市町村

オリンピアンやパラリンピアンなどのトップアス
リートを学校に派遣し、オリ・パラ等の開催
に向けた機運醸成やスポーツマンシップの
普及

オリンピック・パラリン
ピックムーブメント教
育の推進を通じた機
運醸成＜府・市＞

・派遣小学校数：延べ18校＜府
＞
・トップアスリート等による「夢授業」
を219校（小中学校及び高等学
校）で実施予定。
 そのうち100校でオリパラ教育を
実施できるよう取り組む。＜市＞

－

・今年度新規事業の「オリンピアン・パラリンピアン派遣事業」に
ついて、事業スキームの検討、派遣講師の選定、派遣先の選
定、プログラムの調整等、円滑に事業を実施している。＜府＞
・オリパラ教育を踏まえたトップアスリート等による「夢授業」を実
施しており、計画どおり進捗している。＜市＞

事業の拡大・
継続 －

オリンピアン・パラリンピアン
小学校派遣事業（予
算：920千円）

トップアスリート交流事業
（予算：6,743千円）

82 トップアスリート等との
連携事業 大阪府、市町村

トップアスリートとの直接的な触れ合いを
通じて、子どもたちの運動やスポーツに対
する興味・関心を向上

学校の授業以外に
スポーツをする児童
が増える

協⼒チーム数：12チーム、派遣
校数：150校、参加児童数：
12,000名

－

・派遣校数については目標の7割弱と順調に推移しているもの
の、参加児童数については⽬標の5割強に留まっている。引き
続き協⼒チームに派遣校数の拡⼤を要請するとともに、⼩学校
に複数学年での受講を働きかける。

事業の拡大・
継続 － － －

83 スポーツボランティア
養成及び派遣事業 大阪府

関係団体との連携により、スポーツボラン
ティアを養成し、要請に応じて各種スポー
ツ大会に派遣する。

スポーツを「ささえる」
機運が醸成される

大阪府登録スポーツボランティアの
派遣（35事業、840名） －

・派遣事業数・参加人数は目標の7割強（参加人数は約6
割）と概ね順調に推移している。
・研修を通じてボランティアの資質向上を図った。

事業の拡大・
継続 －

スポーツボランティア養成及
び派遣事業（予算：685
千円）

－

84
府⺠スポーツ・レクリ
エーションフェスティバ
ル

大阪府
広く府⺠にスポーツ･レクリエーション活動を
紹介し、実践する場を提供することによ
り、スポーツへの参加意欲を喚起する。

成⼈の運動実施率
の向上、健康の保
持増進

府⺠スポーツ・レクリエーションフェス
ティバルへの参加者（発表交流
会、スポーツ体験会、体⼒測定
会）：15,000名

－ ・事業への参加人数は目標の6割強となっている。 事業の拡大・
継続 －

府⺠スポーツ・レクリエーショ
ンフェスティバル事業（予
算：6,571千円）

－

13
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85 グローバル人材育成
事業 大阪府

・ おおさかグローバル塾Plusや留学費⽤
の⼀部助成により若者の海外留学を⽀
援する。
・ グローバル体験プログラムを通じて海外
に興味を持つ若者の裾野を広げる。
・ 友好交流先であるインドネシア・東ジャ
ワ州及びベトナム・ホーチミン市との間で高
校生を相互派遣し、国際的な視野を
持った国際人材を育成する。

グローバルな視野を
もった若者の育成

・ おおさかグローバル塾修了者の
海外留学実績：2017年度まで
の累計 100⼈
・ グローバル体験プログラム参加者
のうち、世界に関心を持った割
合：90％以上
・ 相互派遣された高校生のうち、
派遣された国への再訪を希望する
者の割合：70％以上

－
おおさかグローバル塾及びグローバル体験プログラムについて、
2018年度の国際化戦略アクションプログラム事業の府への⼀
元化に伴い、効果検証及び事業改善が必要

事業の拡大・
継続 －

⾼校⽣相互派遣・交流事
業
（予算：9,026千円）

－

86 英語イノベーション事
業 大阪市

 ⼤阪市⽴⼩中学校において、英語教
育の強化を図ることにより、自分の考えや
意⾒を英語で伝えることができるコミュニ
ケーション能⼒を育み、グローバル社会に
おいて活躍し貢献できる人材を育成す
る。

・英語でのコミュニ
ケーション能⼒育成
・グローバル社会にお
いて活躍し貢献でき
る人材の育成

中学校卒業段階で英検３級程
度以上の英語⼒を有する⽣徒の
割合：40%以上

－

・⼩学校低学年からの英語教育の実施について、全291校
中、289校がすでに実施している。（2017年12⽉までに実施
予定の33校を含む。）また、⼩学校低学年からの英語教育を
推進するため、本市英語教育アドバイザーを講師とした訪問研
修を2017年12⽉下旬までに、のべ173回実施する予定であ
る。各⼩学校において、全学年でより円滑に英語教育を推進
していくために、教材整備、指導案配付を進めていく必要があ
る。

事業の拡大・
継続 － －

英語イノベーション事業
（予算：563,744千
円）

87
公設⺠営学校（国
際バカロレア等）の
設置

大阪市
 国家戦略特区を活⽤した公設⺠営学
校として、国際バカロレア認定コースを持
つ中高一貫教育校を設置する。

国際社会でリーダー
シップを発揮して活
躍し、大阪の経済
成⻑を牽引する⼈
材の育成

指定管理法⼈の選定・指定議決
及び2019年４⽉開校のための開
校準備事務の実施

－
・2019年４⽉の開校に向け、５⽉に指定した指定管理法⼈
とともに教育課程編成等の開校準備事務を⾏っており、おおむ
ね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 － －

公設⺠営学校（国際バカ
ロレア等）の設置（予
算：6,277千円）

88

留学⽣の住まい確
保に向けた公的賃
貸住宅事業者と⼤
学連携事業

⼤阪府、⺠間事業
者

留学⽣受⼊を実施・予定している⼤学や
⼤学コンソーシアムと、公的賃貸住宅事
業者の間で、公的賃貸住宅をまとめて、
賃貸借契約し、⼤学側が留学⽣に住宅
を提供。これにより住居確保が困難な留
学生に対して、安定した住環境の提供が
可能となる。

・住環境整備により
来訪留学⽣の利便
性の向上

・賃貸借契約等を締結する大学
法⼈1法⼈（契約⼾数1⼾以
上）

－

⼤学法⼈及び⼤学コンソーシアムに対して制度改正に伴う周
知と、具体的な留学⽣数や、留学⽣の居住状況について聴取
した。今後、モデル地区における事業開始に向け、制度の活⽤
を推奨する。

事業の拡大・
継続 － － －

89
外国⼈留学⽣との
連携拡大及び起業
支援

大阪市

 国際的な視点・能⼒をもつ留学⽣に、
大阪市等が開発する協働プログラム（ボ
ランティアプログラム）に参加してもらい、
地域の国際化・活性化を図るとともに、留
学生の地域への愛着を醸成する。
 また、起業のきっかけとなるよう支援セミ
ナーを開催し、国際人材の定着を促進す
る。

地域の国際化、国
際人材の定着

・交流プログラム   開催数 2件
参加者総数 50名 参加者アン
ケート満⾜度 80％
・協働プログラム   開催数 22
件 参加者アンケート満⾜度
80％
・起業支援セミナー  開催数 2件
参加者総数 70名 参加者アン
ケート満⾜度 80％

－

協働プログラムの年間⽬標開催件数22件に対して、１１⽉
末時点で１３件と、おおむね計画通りのペースで開催できてい
るが、交流プログラムについては、開催のめどが⽴っていないた
め、２件の開催に向けてプログラムの発掘に取り組む必要があ
る。

事業の拡大・
継続 － －

外国⼈留学⽣との連携拡
大及び起業支援（予算：
4,485千円）

90

企業における⾼度
外国人材の積極的
受⼊・活⽤や留学
生の就職支援

⼤阪府、⺠間事業
者

 留学⽣が卒業後に⼤阪で就職し、⾼
度外国⼈材として企業のグローバル化や
競争⼒強化につながる活躍ができるよう、
企業の積極的な受⼊促進や留学⽣の円
滑な就職⽀援等を実施する。

外国⼈⾼度専⾨⼈
材の受入れ拡大

留学⽣向け企業⾒学会、企業と
の交流会等の実施回数：4回以
上

－ ・2018年度の国際化戦略アクションプログラム事業の府への⼀
元化に伴い、効果検証及び事業改善が必要

事業の拡大・
継続 － － －
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概要 アウトカム
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91 外国人相談事業の
充実 大阪市、大阪府

 外国人が安心して快適に生活をおくり、
⼤阪を住みやすい都市として認識し、定
着を促すため、在住外国人を対象とした
専門分野の相談会を実施する。

外国⼈住⺠の定着
来場者アンケート（満⾜度）：
95％以上 来場者数：104名
以上

－

【大阪府】計画どおり事業進捗している。
【⼤阪市】今年度より、遠隔地に住んでいる外国⼈でも相談で
きるよう、電話相談を導入し、8件の実績があった。開催日で
あった7月9日（日）は、台風の接近による悪天候の影響で
相談者（来場者）数が伸び悩んだ結果となった。

事業の拡大・
継続 －

外国⼈⾏政サービス体制
推進委託料
（予算：2,581千円）

1日インフォメーションサービ
ス（⼤阪国際交流センター
事業交付⾦の⼀部）
（予算：200千円）

92
災害時多言語支援
センター設置･運営
訓練

大阪市、大阪府
 災害時に多言語で外国人向けに情報
発信を⾏う多⾔語⽀援センターの設置・
運営に関する訓練を実施する。

外国人が安心安全
に生活できる社会を
実現し、都市魅⼒
の向上を図る

災害ボランティア新規登録者数：
30名
防災組織計画の策定 防災訓
練・研修会の実施件数2回以上
市関係局会議の開催回数3回以
上

－
【大阪府】計画どおり進捗している。
【大阪市】おおむね計画どおり進捗しており、防災訓練・研修会
については、2〜3⽉の実施に向けて取り組んでいる。

事業の拡大・
継続 － －

災害時外国人支援ネット
ワーク整備（大阪国際交
流センター事業交付⾦の⼀
部）（予算：947千円）

93
府内大学連携型災
害時多言語支援人
材確保事業

大阪府

 災害時に多言語支援に従事できる語
学ボランティア人材を確保するため、府内
⼤学との協定締結を進め、平時から協⼒
が得られるボランティアの登録と研修を実
施する。

府内大学と災害時
多言語支援に関す
る協定を締結

災害時多言語支援に関する協定
を締結した大学数：1大学 －

・⼤阪府国際交流財団の次期中期経営計画（案）におい
て、ボランティア人材登録に関する大学との協定締結を取組目
標として設定した。

事業の拡大・
継続 － － －

94 在住外国人に対す
る情報発信の充実 大阪市

 在関⻄総領事館に対し、防災関連施
設の視察案内や取組紹介等による情報
提供を⾏い、各総領事館を通じた在住
外国人に対する防災情報の発信を推進
する。

情報提供による総
領事館等との連携
強化

情報提供１回 － 計画どおり進捗している。 事業の拡大・
継続 － － 関⻄領事団との連携（予

算：458千円）

95 多文化共生施策の
推進 大阪市

 多⾔語等による情報提供・流通経路を
充実し、外国籍住⺠に⾏政情報等が伝
わるようにする。
 また、区役所やNPO等との連携を図り、
地域住⺠と外国籍住⺠の交流の場づくり
等を⾏い、地域住⺠の多⽂化共⽣に関
する理解促進や外国籍住⺠の地域参加
のきっかけをつくる。

「大阪市は外国籍
住⺠が地域社会の
一員として、様々な
相談や情報提供を
受けることができるな
ど、充実した生活が
営めるまち」と思う市
⺠及び外国籍住⺠
の割合が増えること。

・「⼤阪市の多⾔語資料⼀覧」
「やさしい日本語を使ったお知らせ
を集めたページ」等による情報発
信。
・多文化共生の場づくり・人づくり
推進事業が取り組まれている区の
拡大

－

・多⾔語資料等の情報提供に関しては、計画通り情報更新を
進めており、また、多文化共生の場づくり・人づくり推進事業の
実施区も計画通り拡大しており、おおむね計画どおり事業進捗
している。

事業の拡大・
継続 － － 多文化共生施策の推進

（予算：481千円）

96 グローバルイノベー
ション創出支援事業 大阪市

 うめきた先⾏開発区域の知的創造拠
点「ナレッジキャピタル」内に開設した「大
阪イノベーションハブ」において、世界から
⼈材・資⾦・情報を引き込み、⼈材発
掘、起業家マインド醸成、国内外ネット
ワーク構築、プロジェクト創出支援、海外
ワークショップ、国際会議等のイノベーショ
ン創出を支援する事業を実施する。

・拠点の趣旨に賛同
し活動に参画又は
SNS等でつながる人
数：50,000人
・グローバル展開を
⾒込まれるプロジェク
ト創出・推進支援
件数：50件

ピッチイベント開催回数：40回 －

海外ピッチイベントの日本予選を誘致するなど、着実にプログラ
ムを実施している。また、大阪イノベーションハブのWEBサイトの
リニューアルやメルマガの毎週配信など、情報発信の強化にも取
り組んでいる。

事業の拡大・
継続 － －

グローバルイノベーション創
出支援事業（予算：
203,025千円）
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97 大阪トップランナー育
成事業 大阪市

 医療・介護・健康分野等において、新た
な需要の創出が期待できる製品・サービ
スのプロジェクトに対して市が認定を⾏い、
市場投⼊から販路拡⼤まで担当コーディ
ネータが伴走し、必要に応じたオーダーメ
イド型の継続的サポート（ハンズオン支
援）を実施する。

認定プロジェクトにお
ける新たな売上の創
出19億円（2017
〜2019年度）、プ
ロジェクト認定を受け
た企業のうち、新製
品・サービスの事業
化促進に効果があっ
たと回答した割合：
95％

プロジェクト新規認定件数：10件 －
今年度10件のプロジェクト新規認定を⾏い、9⽉には認定証
授与式並びに報道関係者向けプレゼンテーション会を実施し
た。

事業の拡大・
継続 － －

大阪トップランナー育成事
業（予算：70,984千
円）

98
水・環境分野におけ
る⼤阪関⻄企業の
海外展開支援

大阪市

 海外都市の多様な水・環境問題の解
決に向けて、⾏政が持つ都市経営のノウ
ハウ及び⺠間が持つ先進的な要素技術
を活⽤しながら、⼤阪・関⻄企業の技術
にかかる案件形成・事業化支援に向けた
活動等により企業の海外展開を支援し、
地域経済の活性化を図る。（大阪 水・
環境ソリューション〔OWESA〕による官⺠
連携の取組）

官⺠連携による海
外の水・環境問題へ
の貢献と⼤阪・関⻄
企業の海外展開を
支援。

海外現地調査：３回 、 海外か
らの視察・⾒学受け⼊れ：１回
海外技術セミナー：３回

－
 国・JICAなどの事業に参画し、官⺠連携による現地調査、
本邦研修の実施などの取組みを進めており、引き続き大阪・関
⻄企業の海外展開を⽀援していく。

事業の拡大・
継続 － －

水・環境ソリューション機構
への分担⾦
（予算：10,500千円）

99 ビジネスパートナー都
市交流事業 大阪市

 大阪市がアジア太平洋地域の13の主
要経済都市と締結しているビジネスパート
ナー都市（BPC）提携のネットワークを
活用し、在阪中小企業に対する国際ビジ
ネス活動の⽀援を⾏う。
 また、年1回、BPC各都市が⼀堂に集
まるラウンドテーブルを開催し、同期間に
併せて現地での商談会を実施するととも
に、海外⾒本市への出展⽀援、海外企
業との国内商談会、セミナーを実施する。

海外⾒本市出展・
商談会：4回、国
内商談会・セミ
ナー：3回（商談
会）/2回（セミ
ナー）

【海外⾒本市出展・商談会】⽀援
対象企業数：１２社以上、販売
成約数：４０件以上目標、支援
企業のビジネスモチベーション高揚
の割合：８０％以上目標、支援
企業の海外展開が企業経営に貢
献した割合：７０％以上目標
【国内商談会・セミナー】大阪での
商談会:３回以上実施、大阪企
業の参加数：各回１０社以上、
支援企業のビジネスモチベーション
高揚の割合：８０％以上目標、
支援企業の海外展開が企業経営
に貢献した割合：７０％以上目
標

－

海外⾒本市出展・商談会の開催、国内商談会・セミナーの開
催により、ビジネスパートナー都市（BPC）提携のネットワーク
を活用し、在阪中小企業に対する国際ビジネス活動を支援す
るため、おおむね計画どおり事業進捗している。

事業の拡大・
継続 － －

ビジネスパートナー都市等
交流事業（予算：
59,112千円）

100 外国企業誘致推進
事業

大阪府、大阪市、
大阪商工会議所

 大阪市・大阪府・大阪商工会議所で
2001年度に⽴ち上げた「⼤阪外国企業
誘致センター（0-BIC）」事業により、
オール大阪としての対外的なプロモーション
活動や⽴地サポート及び外国経済団体
等とのネットワークを活用するなどし、大阪
への外国企業等の誘致活動を⾏う。

大阪への外国企業
等の誘致促進 誘致件数：２７件 －

 大阪外国企業誘致センター（O-BIC）において、ジェトロ等
主催の対日投資セミナーでのＰＲや、サンディエゴでのライフサ
イエンス分野の展示会への出展、大規模展示会での企業ヒアリ
ングなど、国内外で積極的なプロモーション活動を展開してお
り、今年度の誘致件数も順調に推移している。

事業の拡大・
継続 －

大阪外国企業誘致セン
ターの運営（予算：
7,600千円）

大阪外国企業誘致セン
ターの運営（予算：
7,600千円）
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101 トップセールスによる
戦略的プロモーション

大阪府、大阪市、
経済団体、大阪観
光局

海外ネットワークの戦略的な活⽤、関係
機関等との連携を通じ、知事・市⻑等
が、国内外に向け⼤阪の魅⼒や強みを
効果的に発信し、経済・観光等の分野に
おける交流促進を図る。

・大阪への投資促進
・大阪と海外企業交
流の促進
・市内各地に観光
客を誘致

・現地政府や大手企業等とのビジ
ネス機会創出のための関係構築、
商談機会提供。(府)
・各都市の特徴に合わせ、プロモー
ションや商談会、セミナー等最も効
果的な経済交流のあり⽅をめざし
事業を展開し、姉妹都市と本市の
交流促進に資するネットワークをさ
らに深化させる。(市)

－

海外ネットワークの戦略的な活⽤、関係機関等との連携を通
じ、外国政府機関・企業等に効果的に⼤阪の魅⼒や強みを
発信している。今後、プロモーション活動やビジネス交流等の各
種交流をより効果的なものとするために、国内外の関係機関・
関係部局等との連携を強化していく。

事業の拡大・
継続 －

海外トッププロモーション事
業
（予算：5,899千円）

姉妹都市ネットワークを活
⽤した経済交流の推進
（予算：18,159千円）

102
JICA（国際協⼒
事業団）との連携
事業

大阪市

 JICAと連携し、都市上下水道維持管
理、都市廃棄物、⼤気汚染対策、救急
救助等の分野で研修コースを設置し、開
発途上国・地域から研修員を招聘すると
ともに、技術協⼒としてこれらの国・地域
への職員派遣を実施する。
 また、受入れた人材を本市の国際化に
対するアドバイザー及び海外における情報
発信・海外の最新情報の収集拠点として
位置づけ、ネットワークを形成する。

JICAと連携した開
発途上国・地域との
⼈材交流促進

・発展途上国・地域からの研修員
の招聘人数：65人
・研究員の⼤阪国際交流協⼒員
の参加率：80％

－

都市上下⽔道維持管理等の開発途上国・地域の課題に応じ
て、⼤阪市の最新事例等の研修を実施することにより、都市外
交を推進し、「⼤阪国際交流協⼒員」を活⽤することにより、海
外における本市の情報発信等につなげている。

事業の拡大・
継続 － － －
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